
Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
一
期
（
通
算
第
３
４
期
）
中
間
報
告
会
が

二
月
七
日
（
金
）
繊
協
ビ
ル
８
０
３
会
議
室
で
開
催
さ

れ
た
。 

今
回
は
「
交
通
分
科
会
」
「
地
象
分
科
会
」
の
二
分

科
会
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
及
び
新
規
入
会

者
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。 

 

 

加
藤
哲
男
会
長
か
ら
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
杉
本
達
也

氏
の
司
会
の
も
と
、
各
発
表
時
間
十
分
、
講
評
三
分
、

質
疑
三
分
の
時
間
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
の
発
表
、

講
評
が
行
な
わ
れ
た
。
報
告
後
に
は
、
加
藤
哲
男
氏
に

よ
る
総
評
が
行
わ
れ
た
。 

 

ま
た
、
稲
葉
隆
夫
氏
よ
り
会
計
規
程
等
に
つ
い
て
の

報
告
が
さ
れ
た
。 

 

 

報
告
会
終
了
後
、
別
室
に
て
懇
親
会
が
開
か
れ
、
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
会
員
相
互
の
交
流
が
深
め
ら

れ
た
。 
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【
交
通
分
科
会
】 

発
表 

今
度 

充
之 

 
 
 
 
 

講
評 

梅
田 

祐
一  

「
地
方
都
市
の
中
心
駅
と
市
街
地
の
関
係
に
関
す

る
歴
史
的
考
察
」 

  

明
治
５
年
の
新
橋
・
横
浜
間
の
鉄
道
開
通
以
来
、

我
が
国
の
鉄
道
は
急
速
に
整
備
が
進
み
明
治
２
９

年
に
福
井
駅
が
で
き
た
。
福
井
市
の
場
合
は
駅
が
旧

福
井
城
と
比
較
的
近
接
し
当
時
の
市
街
地
と
郊
外

地
の
境
界
部
分
の
場
所
が
選
ば
れ
た
。
し
か
し
、
駅

の
立
地
場
所
は
各
都
市
で
様
々
で
あ
り
、
そ
れ
が
各

都
市
の
そ
の
後
の
都
市
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
と
言
え
る
。 

第
３
４
期
交
通
分
科
会
で
は
、
調
査
対
象
を
増
や

し
、
①
駅
設
置
時
に
お
け
る
市
街
地
の
状
況
の
把

握
、
②
拡
大
し
た
現
在
の
駅
と
市
街
地
の
関
係
の
把

握
、
③
今
後
の
都
市
収
縮
期
に
お
け
る
駅
と
市
街
地

の
新
た
な
方
向
性
を
探
る
。
な
お
、
調
査
の
対
象
は

２
０
～
５
０
万
人
程
度
の
規
模
の
地
方
都
市
と
し

て
、
統
計
資
料
に
よ
る
分
析
、
適
宜
、
現
地
調
査
を

実
施
し
て
き
た
。 

 

今
期
は
計
３
回
の
分
科
会
を
開
催
し
、
今
日
現
在

で
７
箇
所
（
通
算
計
２
４
箇
所
）
の
現
地
調
査
、
文

献
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。 

調
査
し
た
各
都
市
に
つ
い
て
、
拡
大
し
た
市
街
地

の
状
況
、
市
街
地
拡
大
の
傾
向
と
そ
の
要
因
に
つ
い

て
整
理
し
、
今
後
更
に
加
速
す
る
で
あ
ろ
う
人
口
減

少
と
超
高
齢
化
を
睨
み
、
収
縮
過
程
に
入
る
都
市
の

構
造
及
び
都
市
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
の
ヒ
ン
ト
を

探
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

 
 

【
地
象
分
科
会
】 

 
 
 
 
  

発
表 

小
林 

孝
彰 

講
評 

橋
本 

拓
己 

 

「
台
風
被
害
と
防
災
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」 

  

近
年
、
福
井
県
で
起
こ
っ
た
台
風
被
害
は
、
平
成

２
３
年
の
台
風
２
号
、
昨
年
の
台
風
１
８
号
と
、
嶺

南
地
区
で
の
被
害
が
目
立
つ
。
特
に
昨
年
発
生
し
た

台
風
１
８
号
に
つ
い
て
、
そ
の
被
害
状
況
を
、
台
風

の
特
徴
、
被
災
地
域
の
地
形
条
件
を
整
理
す
る
。 

 

台
風
１
８
号
の
特
徴
と
し
て
は
、
台
風
の
北
側
に

集
中
豪
雨
が
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た

台
風
１
８
号
は
気
象
庁
が
２
５
年
８
月
３
０
日
か
ら

開
始
し
た
「
特
別
警
報
」
が
初
め
て
発
令
さ
れ
た
こ

と
も
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。 

 

台
風
１
８
号
に
よ
っ
て
県
内
で
は
、
９
月
１
５
日

の
深
夜
か
ら
１
６
日
の
昼
過
ぎ
ま
で
、
ほ
ぼ
継
続
的

に
雨
が
降
り
続
い
て
お
り
小
浜
市
で
は
総
降
水
量
が

４
１
３
．
５
ｍ
ｍ
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

台
風
１
８
号
に
よ
り
嶺
南
地
方
で
発
生
し
た
災
害

と
し
て
は
、
小
浜
市
北
川
右
岸
や
三
方
五
湖
の
浸
水

被
害
、
山
地
部
の
斜
面
崩
壊
お
よ
び
土
石
流
災
害
等

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
嶺
南
地
方
の
山
地
が
福
井
豪

雨
の
発
生
し
た
地
域
に
比
べ
比
較
的
標
高
が
低
く
、

沖
積
平
野
ま
で
の
距
離
が
短
い
事
に
起
因
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
、
嶺
南
地
方
の
特
徴
を
よ
く
反
映
し
た

も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。 

台
風
１
８
号
の
被
害
を
受
け
た
地
形
的
特
徴
を
捉

え
て
問
題
点
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
事
前
の
対
応
や

避
難
方
法
な
ど
を
考
慮
し
、
防
災
対
策
の
あ
り
方
に

つ
い
て
整
理
し
て
い
き
、
現
地
視
察
に
よ
る
地
形
的

特
徴
、
避
難
対
応
等
の
把
握
を
行
っ
て
防
災
、
減
災

対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

発行：特定非営利活動法人福井地域環境研究会 
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第 1 期中間報告会 

（加藤会長のあいさつ） 



 

 

【
第
一
期 

幹
事
会
開
催
】 

 
 

第
一
期
第
一
回
幹
事
会
が
七
月
三
一
日
（
水
）
、
第
二

回
幹
事
会
が
十
二
月
一
七
日
（
火
）
、
第
三
回
幹
事
会
が

一
月
二
八
日
（
火
）
ア
オ
ッ
サ
７
階
７
０
６
会
議
室
に
て

行
わ
れ
た
。 

議
題
と
し
て
は
、
第
一
回
幹
事
会
で
は
、
各
部
門
の
本

年
度
計
画
に
つ
い
て
意
見
交
換
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ス
の
発

送
と
会
費
請
求
、
現
地
調
査
報
告
（
富
山
）
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
総

会
等
の
報
告
（
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ス
）
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
つ
い
て
の
報
告
が
さ
れ
た
。
第
二
回
幹
事
会
で
は
、

会
員
の
入
退
会
、
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
つ
い
て
の

報
告
が
さ
れ
た
。
第
三
回
幹
事
会
で
は
、
第
一
期
中
間
報

告
会
の
発
表
、
助
成
金
等
の
支
出
方
法
に
つ
い
て
の
報
告

が
さ
れ
た
。 

 

 

  

 

発表を行う今度氏、講評を行う梅田氏 

発表を行う小林氏、講評を行う橋本氏 

 

【
第
１
回(

Ｒ
Ｅ
Ｆ
通
算
８
６
回) 

Ｒ
Ｅ
Ｆ
談
話
会
】 

 

第
１
回(

Ｒ
Ｅ
Ｆ
通
算
８
６
回) 

Ｒ
Ｅ
Ｆ
談
話
会

が
８
月
２
７
日
（
火
）
福
井
市
地
域
交
流
プ
ラ
ザ
７

０
６
会
議
室
（
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
７
階
）
で
行
わ
れ
た
。 

テ
ー
マ
は
「
調
査
事
業 

富
山
研
修
会
」 

平
成
２
７
年
春
の
北
陸
新
幹
線
長
野
～
金
沢
開
業

を
目
前
に
着
々
と
準
備
が
進
む
Ｊ
Ｒ
富
山
駅
お
よ
び

富
山
市
街
地
の
整
備
状
況
と
自
転
車
共
同
利
用
シ
ス

テ
ム
、
平
成
１
８
年
４
月
２
９
日
に
開
業
後
、
今
年

で
８
年
目
を
迎
え
た
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
、
さ
ら
に

新
幹
線
の
新
設
駅
と
し
て
建
設
工
事
が
進
む
高
岡
市

の
新
高
岡
駅
と
そ
の
周
辺
を
視
察
し
た
研
修
の
報
告

が
さ
れ
た
。 

発
表
者
は
、 

川
本
義
海
氏
（
福
井
大
学
大
学
院
） 

菅
原
桂
一
郎
氏
（
福
井
県
交
通
ま
ち
づ
く
り
課
） 

木
村
晃
規
氏
（
福
井
県
福
井
土
木
事
務
所
） 

 

【
研
究
分
科
会
運
営
規
程
・
会
計
規
程
】 

 
 

総
会
の
あ
い
さ
つ
で
は
加
藤
哲
男
氏
よ
り
平
成
２
６
年
１
月
２
０
日
に
制
定

さ
れ
た
、
研
究
分
科
会
運
営
規
程
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
特
に
研
究
分
科

会
の
設
立
要
件
（
第
２
条
、
正
会
員
３
名
以
上
を
含
む
５
名
以
上
の
構
成
員
）
や

活
動
計
画
と
予
算
に
関
す
る
こ
と
（
第
６
条
、
毎
年
４
月
に
当
該
年
度
の
活
動
計

画
及
び
予
算
を
理
事
長
に
提
出
）
の
勧
告
が
あ
っ
た
。 

続
い
て
、
稲
葉
隆
夫
氏
よ
り
会
計
規
程
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
特
に
領

収
証
等
の
必
要
性
（
第
２
８
条
、
金
銭
の
収
納
ま
た
は
支
払
を
し
た
と
き
は
領
収

証
ま
た
は
預
り
証
を
発
行
す
る
）
や
、
監
査
の
実
施
方
法
（
第
３
４
条
、
公
認
会

計
士
に
よ
る
監
査
）
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

  

富山視察時の集合写真 

【
会
員
紹
介
】 

[

新
入
会
員
紹
介] 

清
水 

健 
(

福
井
土
木
事
務
所) 

鈴
木 

勇
人(

福
井
土
木
事
務
所) 

木
津 

 

蛍(

福
井
土
木
事
務
所) 

藤
田 

崇
史(

福
井
土
木
事
務
所) 

窪
田 

吉
倫(

福
井
土
木
事
務
所) 

宮
本 

数
男(

元
福
井
県
庁) 

 [

現
在
の
会
員
数(

三
月
六
日
現
在)] 

正
会
員
…
…
７
３
人 

賛
助
会
員
…
３
０
人 

総
計
…
…
…
１
０
３
人 

【
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ
】 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
に
併
せ
て
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
改
設
し
ま
し
た
。
定
款
、
規
程
、

Ｒ
Ｅ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ス
お
よ
び
最
新
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

U
R

L
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/ 

 

【
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

各
分
科
会
は
４
月
中
に
当
該
年
度(

Ｈ

２
６)

の
活
動
計
画
及
び
活
動
予
算
を

提
出
す
る
。
併
せ
て
今
年
度
分(

Ｈ
２

５)

は
遡
っ
て
作
成
す
る
。
総
会
は
７
月

５
日
（
土
）
に
開
催
予
定
。 

【
編
集
後
記
】 

R
E

F

の
学
生
賛
助
会
員
の
一
員
と
し
て
行
動
を
し
て
、
福
井
県
の
様
々
な

こ
と
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
特
に
富
山
へ
の
視
察
は
今
ま
で
ど
の

都
道
府
県
で
も
見
た
こ
と
の
な
い
計
画(

自
転
車
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
、
ト
ラ

ム
の
運
行
等)

に
非
常
に
関
心
を
し
ま
し
た
。 

 

私
は
三
月
末
で
福
井
県
を
出
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
地
域
に
お
け
る
着
眼

点
を
意
識
す
る
際
の
何
か
が
身
に
つ
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
四
月
か
ら

は
地
元
関
東
の
市
役
所
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、RE

F

で
身
に
つ

け
た
経
験
を
も
と
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
生
賛
助
会
員 

牛
口 
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